
 日本の公的年金はどのように運用している？

日本の公的年金制度である国民年金や厚生年金の積立金は、
GPIF（年金積立金管理運用独立法人）が運用しています。
2020年4月より、運用目標を満たしつつ、最もリスクの少

ない資産配分とするため、国内債券の比重を下げて、外国債
券の比重を高めました。

※年金積立金管理運用独立法人（GPIF）ホームページより

※資産配分モデルは資産配分の考え方の参考例としてご紹介しておりますので、必ずしも同じ配分にする必要はございま
せん。特定の運用方法や運用商品への配分を推奨するものではありません。運用商品を決める際には、ご自身の判断で
行って下さい。
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